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事例報告︓
研究者によるORCIDの情報登録と活⽤例について

システム情報系
安芸 裕久
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⾃⼰紹介
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所属

専⾨

経歴

システム情報系 構造エネルギー⼯学域

2002–2017 産業技術総合研究所
2017– 筑波⼤学

エネルギーシステム⼯学・電⼒⼯学
学際的領域
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活⽤状況
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論⽂投稿 投稿時に⼊⼒（⼀部、必須）  掲載されると⾃動登録 省⼒化

移籍時・客員等兼業 移籍しても⾃分のデータベースを維持できる（定年後もOK）

兼業先で要求される場合あり（例︓産総研）

所属機関の同定機能あり

他⼈を知る 論⽂の著者からキーパーソンを探る

応募者の概要を掴む
ORCIDは国際誌中⼼のため、代表的な業績を把握しやすい
Researchmapは各業績の重要性がわかりづらい

TRIOSは抹消
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活⽤状況
Researchmap ある⼈の例

1ページ⽬は、最近の国内の学会発表ばかり表⽰される

2ページ⽬で、ようやく国際誌が表⽰
しかし、論⽂とプロシーディングスの区別なし
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活⽤状況

英語の成果報告（≒重要なもの）のみ表⽰

ORCID ある⼈の例
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活⽤例︓論⽂のキーパーソン
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筆頭だがResearcherIDがない

クリックすれば論⽂がわかる
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個⼈的感想・理解
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ORCID登録は科学系研究者なら当然と思っていた

ORCID, ResearcherID, ResearchGate, Researchmap, Mendeley, LinkedIn, etc.

各機関は独⾃のデータベースを有する

データベースの乱⽴は困るが、（研究者側は）対応せざるを得ない

各機関は様々なデータベースを運⽤するため、機関内でのDB間連携
を考えると、外部DBへの完全依存は難しいのでは︖

連携機能の強化を希望
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きっかけ
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活⽤例︓将来構想
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